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	　本研究では，とうもろこし水溶性食物繊維（CSD）の血圧に対する影響を中高年男女と高血圧自然発症ラット（SHR）について検討した。用いたCSDは食物繊維含量が83.6%であった。
　人に対するCSDの影響は，平均年齢60歳の18人の対象者に4週間，毎食5gのCSDを湯又は茶に溶いて摂取させた。対象者は，収縮期血圧140mmHg以上と以下の2群に分けた。6名の軽度高血圧群では，CSDの摂取によって，収縮期血圧と拡張期血圧ともに有意に低下した。正常群では，収縮期，拡張期の血圧に対する影響は明確ではなかった。対象者の血漿脂質とインスリン値には有意な影響は見られなかった。また，軽度高血圧，正常両群ともに，血糖値は正常であった。
　SHRラットには，5%CSD溶液を飲料水として投与し，コントロール群は蒸留水を投与し，固形飼料を投与して10週間飼育した。その結果，飼育開始1週目より，水投与群より5%CSD群の血圧の上昇は有意に抑制された。体重，肝臓などの臓器重量は両群に差はなかったが，消化管重量は有意に重く，脂肪組織は有意に小さかった。血清脂質，血糖値，インスリンには有意な影響はなかった。
　これらの結果より，とうもろこしより精製した水溶性食物繊維には高血圧状態の改善の可能性が示されたが，臨床的な有効性については，その作用機構も含めてさらに検討が必要である。
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